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第
4
回
定
例
会
で
可
決
さ

れ
た
意
見
書
等
の
要
旨
と
議

決
結
果
は
次
の
と
お
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
可
決
さ
れ
た
意
見

書
に
つ
い
て
は
、
そ
の
趣
旨

の
実
現
へ
向
け
た
速
や
か
な

対
応
を
求
め
る
た
め
、
関
係

省
庁
へ
郵
送
を
行
い
ま
し
た
。

要
旨　

　

戦
後
27
年
の
米
国
統
治
を
経

て
沖
縄
県
が
本
土
復
帰
を
し

て
、
50
年
の
節
目
を
迎
え
た
。 

　

復
帰
と
と
も
に
配
備
さ
れ
た

自
衛
隊
は
、 

本
来
任
務
で
は
な

か
っ
た
緊
急
患
者
空
輸
を
昭
和

47
年
に
開
始
し
、
本
年
４
月
６

日
に
南
大
東
島
の
緊
急
患
者
空

輪
を
も
っ
て
搬
送
数
が
総
計
１

万
件
を
超
え
る
に
至
り
、
災
害

派
遣
と
し
て
市
内
外
に
お
け
る

不
発
弾
処
理
や
、
行
方
不
明
漁

船
等
の
捜
索
な
ど
市
民
・
県
民

の
生
命
を
守
る
活
動
を
継
続
し

て
行
っ
て
い
る
。 

　

ま
た
、
海
上
保
安
庁
も
同
様

に
本
土
復
帰
以
来
、
3
千
百
件

余
の
離
島
患
者
空
輸
や
漁
船
等

か
ら
の
救
助
を
お
こ
な
っ
て
い

る
ほ
か
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
も
同

様
な
任
務
を
行
い
、
こ
の
復
帰

50
年
に
は
様
々
な
行
政
機
関
や

医
療
機
関
な
ど
の
連
携
と
協
力

が
あ
り
市
民
・
県
民
の
生
命
と

財
産
が
守
ら
れ
て
き
た
。

　

よ
っ
て
本
議
会
は
本
土
復
帰

50
年
に
際
し
、
関
係
機
関
並
び

に
関
係
各
位
に
お
け
る
市
民
・

県
民
の
生
命
を
守
る
任
務
遂
行

に
対
し
て
、
深
甚
な
る
敬
意
と

感
謝
の
意
を
表
す
る
も
の
で
あ

る
。（

結
果
）
賛
成
者
多
数
で
可
決

要
旨

　

サ
ト
ウ
キ
ビ
は
沖
縄
県
、
と

り
わ
け
離
島
区
域
に
お
い
て
は
、

重
要
な
基
幹
作
物
で
あ
る
が
、

県
内
の
分
蜜
糖
製
糖
工
場
の
多

く
が
１
９
５
０
年
代
か
ら
60
年

要
旨

　

我
が
日
本
固
有
の
領
土
で

あ
る
尖
閣
諸
島
は
２
０
１
２

年
９
月
の
尖
閣
諸
島
国
有
化

以
降
、
中
国
政
府
の
公
船
の

徘
徊
や
領
海
侵
入
等
の
事
案

の
頻
度
が
増
加
し
て
い
る
。

　

政
府
は
国
土
を
守
る
た
め

海
域
周
辺
を
監
視
す
る
た
め

に
、
第
11
管
区
海
上
保
安
本

部
尖
閣
領
海
警
備
専
従
体
制

を
完
成
さ
せ
、
海
上
保
安
部

職
員
に
よ
る
大
型
巡
視
船
で

警
備
活
動
を
展
開
し
て
い
る

が
、
尖
閣
領
海
警
備
専
従
体

制
は
尖
閣
周
辺
海
域
へ
一
度

出
航
す
る
と
、
７
日
か
ら
10

日
間
を
洋
上
で
過
ご
し
、
さ

ら
に
携
帯
電
話
の
電
波
も
届

か
な
い
海
域
で
あ
る
こ
と
か

ら
家
族
と
の
連
絡
や
外
部
か

ら
の
情
報
入
手
が
困
難
で
あ

り
、
船
員
の
福
利
厚
生
に
お

い
て
も
巡
視
船
へ
の
無
線

W
i
-
F
i

設
備
を
整
え
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
当
市
議
会
は
尖

提
出
者　

我
喜
屋　

隆
次

本
土
復
帰
50
年
に
際
し
、

市
民
・
県
民
の
生
命
を
守

る
任
務
遂
行
に
対
す
る
感

謝
決
議

本
土
復
帰
50
年
に
際
し
、

市
民
・
県
民
の
生
命
を
守

る
任
務
遂
行
に
対
す
る
感

謝
決
議

代
に
か
け
て
建
設
さ
れ
て
お
り
、

現
在
更
新
時
期
を
迎
え
る
な
か
、

予
算
面
の
問
題
か
ら
建
て
替
え

が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

　

石
垣
製
糖
工
場
も
築
60
年
が

経
過
し
、
老
朽
化
し
た
建
屋
、

機
材
類
を
修
繕
や
一
部
入
れ
替

え
で
延
命
し
て
い
る
の
が
現
状

で
、
老
朽
化
に
伴
い
、
工
場
の

処
理
能
力
も
低
下
し
て
お
り
、

収
穫
期
間
の
長
期
化
に
繋
が
っ

て
お
り
ま
す
。

　

製
糖
工
場
建
て
替
え
を
実
現

し
、
工
場
の
処
理
能
力
を
改
善

す
る
こ
と
で
収
穫
期
間
を
短
縮

し
、
農
家
の
負
担
を
減
ら
し
、

生
産
意
欲
の
向
上
が
期
待
で
き

る
と
と
も
に
、
沖
縄
の
製
糖
産

業
、
ひ
い
て
は
農
業
全
体
の
発

展
に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
ま

す
。

　

よ
っ
て
、
早
急
に
製
糖
工
場

早
期
建
て
替
え
を
実
現
す
る
た

め
に
も
、
県
内
で
唯
一
更
新
さ

れ
て
い
る
伊
是
名
村
と
同
様
に

国
か
ら
９
割
余
の
支
援
と
そ
れ

に
伴
う
補
助
・
交
付
金
な
ど
の

制
度
改
革
も
併
せ
て
検
討
し
て

い
た
だ
く
よ
う
要
請
い
た
し
ま

す
。

（
結
果
）
全
会
一
致
で
可
決

〇
提
出
先

　

内
閣
総
理
大
臣
、
沖
縄
及
び
北
方

　

対
策
担
当
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣

閣
諸
島
領
海
警
備
体
制
に
お

い
て
全
て
の
巡
視
船
へ
の
無

線

W
i
-
F
i

を
整
備
す
る
よ
う

求
め
る
。

先
島
離
島
圏
域
に
お
け
る
ガ

ソ
リ
ン
価
格
高
騰
の
実
態
調

査
及
び
抜
本
的
な
格
差
是
正

を
求
め
る
意
見
書
書

先
島
離
島
圏
域
に
お
け
る
ガ

ソ
リ
ン
価
格
高
騰
の
実
態
調

査
及
び
抜
本
的
な
格
差
是
正

を
求
め
る
意
見
書
書

　

ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
高
騰
を
受

け
、
政
府
は
石
油
元
売
り
企
業

に
補
助
金
を
出
す
価
格
抑
制
策

を
実
施
し
２
０
２
２
年
１
月
２

７
日
か
ら
１
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り

５
円
、
３
月
10
日
か
ら
25
円
を

上
限
と
し
て
支
給
し
た
。
し
か

し
、
依
然
と
し
て
価
格
高
騰
が

国
に
よ
る
製
糖
工
場
の

  

建
て
替
え
支
援
を
求
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
意
見
書

国
に
よ
る
製
糖
工
場
の

  

建
て
替
え
支
援
を
求
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
意
見
書

（
結
果
）
賛
成
多
数
で
可
決

〇
提
出
先

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
、

沖
縄
及
び
北
方
対
策
担
当
大
臣
、

海
上
保
安
庁
長
官

第
11
管
区
海
上
保
安
本
部

「
尖
閣
警
備
専
従
部
隊
」

に
お
け
る
巡
視
船
へ
の
無

線W
i-Fi

整
備
を
求
め
る

意
見
書

第
11
管
区
海
上
保
安
本
部

「
尖
閣
警
備
専
従
部
隊
」

に
お
け
る
巡
視
船
へ
の
無

線W
i-Fi

整
備
を
求
め
る

意
見
書

議
員
提
出
議
案
の
概
要
及
び
処
理
結
果

議
員
提
出
議
案
の
概
要
及
び
処
理
結
果
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